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東京高速道路（KK線）の再生について



東京高速道路（ＫＫ線）の既存施設のあり方検討会 提言書 （2020年11月）

委員名簿

＜学識経験者＞五十音順、敬称略
伊藤 香織 東京理科大学教授
清水 哲夫 東京都立大学教授
下村 彰男 國學院大學教授
髙井 典子 神奈川大学教授
出口 敦 東京大学大学院教授

（座長）
＜行政関係者＞
千代田区、中央区、港区
東京都（事務局）
国土交通省（オブザーバー）

ＫＫ線の既存施設を保全し、
新たな用途（歩行者系機能等※）への

転換に向けて検討する

※「歩行者系機能」と「歩行者系機能＋モビリティ機能」

活用方策の提言活用方策の提言

■ＫＫ線に求められる公共的役割の転換

都市高速道路網の一環として機能
（通行料無料の自動車専用の道路）

広域的な回遊性を高め、にぎわい、魅力を創出し、
交流を促進する歩行者系機能

果たしてきた公共的役割果たしてきた公共的役割

求められる公共的役割求められる公共的役割

■ＫＫ線の再生・活用の目標

東京の新たな魅力を創出するため、
ＫＫ線上部空間を歩行者中心の公共的空間として再生

目標年次： 2030年～2040年代

高架道路の形態をいかした
広域的な歩行者系ネットワークの構築

連続する屋外空間をいかした
大規模なみどりのネットワークの構築

■目指すべき将来像

既存ストックをいかした地域の価値や魅力の向上

具現化に向けた主な留意事項具現化に向けた主な留意事項

（１）将来施設の公共性に関する法制度上の担保

（２）再生に向けた事業スキーム

（３）広域的な回遊性を高める観点からの、
周辺歩行者ネットワークの接続の仕方

（４）首都高の大規模更新事業など関連事業との調整 1

“車中心から人中心へ”の転換による、開放的な
歩行者ネットワークの創出

“人とみどりが共存・共栄”した
高度成熟都市のシンボルとなるグリーンインフラの形成

“地域の魅力”を向上させるための開放的な
憩いの場の創造



東京高速道路（ＫＫ線）再生方針 （2021年3月、東京都）
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■再生方針の概要

○ 東京高速道路（ＫＫ線）の既存施設のあり方検討会の提言を踏まえて、都の方針として位置づけ

○ ＫＫ線の再生に向けて、高架施設の位置付けや事業スキームの考え方などを提示

■周辺まちづくりとの連携

○都の方針として位置付ける提言内容
・ＫＫ線の再生・活用の目標
・目指すべき将来像、整備・誘導方針

○高架施設の位置付けの考え方
歩行者系機能を有する空間として都市計画を新たに決定

○事業スキームの考え方
民間活力をいかして整備・管理
整備主体等：施設所有者が自ら、又は周辺まちづくりとの連携も想定
管理運営スキーム：現行の誰もが無料で利用できるスキームの継承を想定

○今後の進め方
・関係者と調整しながら、「事業化に向けた方針」を取りまとめ
・全区間の整備完了は、2030年代～2040年代を目標
・段階的整備等による一部区間の早期開放を図る

晴海通り

京橋
三丁目東
地区八重洲

二丁目
南地区

有楽町駅
周辺地区

：ＫＫ線隣接地における
開発を検討している
エリア

： 周辺まちづくりとの
連携が想定される箇所
・令和３年２月時点の想定
・整備の時期は関係者との
協議による

：ＫＫ線

※この地図は、国土地理院発行の基盤地図情報を使用したものである。



東京高速道路（ＫＫ線）接続部の首都高施設のあり方

○ ＫＫ線東銀座出口は、ＫＫ線再生後も首都高からのアクセスが可能
⇒ 出口の機能を確保

○ ＫＫ線の他の出入口は、ＫＫ線再生後は首都高との行き来ができなくなる。
⇒ ＫＫ線再生と連携し、汐留ＪＣＴ付近等のＫＫ線接続部（首都高施設）の有効活用策について、今後検討

ＫＫ線東銀座出口の機能を確保

・既存施設を活用可能

・大型車の通行を可能とするための
構造改良を検討

位置図
京橋JCT

汐留JCT

西銀座JCT

ＫＫ線再生
（歩行者系機能等）

凡例

撤去

有効活用策検討
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＜京橋ＪＣＴ付近＞

＜汐留ＪＣＴ付近＞

ＫＫ線再生との連携

・広域的な回遊性を高める観点から、
歩行者中心の公共的空間に再生される
ＫＫ線と連続した空間形成を検討

（浅
草
線
）

管理境

首都高ＫＫ線ＫＫ線東銀座出口

（浅
草
線
）

管理境

首都高ＫＫ線
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現況 KK線再生後（KK線東銀座出口の機能確保）
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※街路交通への影響を確認し、必要に応じて直近交差点の信号対応等を検討

＜参考＞首都高出入口の交通量の変化

○ KK線出入口の廃止等に伴い、銀座などの首都高出入口の利用が増加。
⇒ KK線東銀座出口の機能を確保しつつ、交通負荷軽減について、引き続き検討
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至 浜崎橋JCT 至 浜崎橋JCT

＜新設＞
丸の内(仮称）

40

18

（日本橋区間地下化後・別線（地下）整備後）

別線（地下）

【現況】首都高：補正区間交通流図（2019.11平日平均）／ KK線：2019年10月31日調査
【予測】・第30回首都高速道路交通起終点調査（2018.10～11平日）結果を基に、廃止出入口を利用交通のOD内訳と利用圏域を集計

・アクセス性を考慮して各出入口の利用圏域を見直し、転換先を設定して分配


